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　　廣島縣大永銅鑛山調査報告
原繭　九萬苦・竹内　忠、雄冊
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’　This　old　mine，being　situated　IG　km
north・east　o｛0茸omichi　city，is　sai（i　to五ave

beell　exploite（1　during、the　past　40（》years．

丁簸e　main　ores　o歪the　mine　belong　to盒ssure一

丘1豊ing　deposits　in　　quartz－porphyry㌔　　Ore－

forming　minerals　are　mainIy　chalcopyrite，

but　rarely　accompanied　by　bomite，cuprite

and　m＆lachite．　Ore　grades　are　shown　as

follows：

Au（9／t）Ag（9／t）ICu（％）S（％）

tひ・5　2・・19ヨ2　2卜3・

　Ore　bodies，10cated　above　t血e　ad三t　levei，

五ave　been　already　m玉ned　exhaustively，and

the　remaining　ore　reserves　are　｛玉i価cult　to

eStimate．11ユConduSio血，itiSCOnSidered
that　this　mine　is　not　且t　for　ap．e簸terprise

on　a　large　Scale　and｛urt血er　proSpect玉ng　宝s

necessary｛or　exploitation．

　　　　　1．緒　言．
山陽本線松氷駅の北方6．5kmに位する大永銅鉱山の

地質および鉱床の調査を行い，同時にこれと同一成因に

属する隣接鉱床である永鉱山・六貫谷および芦谷鉱床の

調査を行つた。大永鉱山の鉱区主要部とこれにつ黛く永

鉱山鉱区の大谷川流域については，地形測量を行い，大

永鉱山の一号坑・六号坑および大切坑については坑内測

量を実施したb本調査の主要な目的は，旧坑および探鉱

跡を精査して，鉱脹の賦存状態（特に主要鉱脈について）・

を明らかにし，同時に坑内精査によつて合理的な探鉱方

針を樹立するにある。

なお鉱床調査は原目が担当し，測量は竹内が実施L牟φ

　　　　　2，位置おぶび交遍
大永銅鉱山は広島縣沼隈郡本郷村大字荒木の北東，大

谷川をさかのぼること2kmの地点（山元；事務所海抜標高

185m）にあり，山陽本線松永駅の北方6．5kmである。

＊大阪駐在員事務所

松永駅より荒木までの府中街道は，道路良好，1日3回／

乗合自動車の便あり，また荒木～山元聞もトラヅク入山

可能で，交　 、．．　厳膨常

通および運
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3・浩革　　　第細位置交通圖
　大永および永鉱山は4⑳年前，毛利元就によつて開発

せられたと云われ，毛利時代に盛んに土法によつて操掘

せられ，大谷川の各処には鉱津が存在し，また往時の建

物跡を示す石垣が観察される。

　その後久しく操掘は中断されていたが，大正末年市の

川鉱業の手によつて再興せられ，特に中野谷にある永鉱

山鉱区において相当量の出鉱を見，大谷川右岸1こおいて

は楠某が良鉱体を発見してこれを操掘した。市の川鉱業

の稼行時代には稼働者13G名（内採鉱夫60名）が入画し

、たと云われるo

　大永鉱山は昭和17年7月谷川善次によつて1’2・3号’

坑の旧坑が取明け開坑され，次いで昭i和18年5月藤田

定夫に鉱業権は一時委譲されたが・昭和24年1月再参

谷川善次の駈有にか』り，昭和19年より，少量の出鉱を

維持し，今日に至つている。

鉱区
鉱種
面積
登録

試掘広島第2228号

金・銀・銅・硫化鉄

468，000埣

昭和17年4月28日

　4．地形および地質

　鉱床附近の地形は，石英斑岩より成る低い自地で，海

抜標高300m内外，山頂は準平原化していて，附近に

は大永鉱山の北西に高取山（333m）の円頂丘を見るのみ

である。山頂部には山崩れのためbad　landの景観を呈

し，ために大谷川の川床は氾濫原と化し・防砂堤が築か

れている。漢谷は浸蝕作用が激しく，深く刻まれ，その

r方向は北東乃至南北のものが多い。

　地質，鉱区内は全：部石英斑岩で構成されてヤ・るが，鉱区

．．外の府中街道本郷村字吉田部落から北上して御調郡鍛冶

21一（253）



地質調査所月・報（第＄雀第6号）

屋に至る間に，千枚岩

質粘板岩および珪質粘

板岩より成る古生暦が『

露われ，走向は北600

東・傾斜は北または南

である。また古生層は

石英斑岩に接する部分1

、では，ホルyフエル，ス

化しているo

石英斑岩は淡友青色

を呈し，岩質は頗る堅

硬・斑晶には石英、・長

石が多く，稀に黒雲母

を俘5。風化したもの

は緑泥石が見られ・鉱

脈近くには薫鉄鉱が鉱

染的に存在するo節理

面は走向N50～80Q・

傾斜N60｛・80。・走向

N100E・傾籍W80Q
および走向N70度W・、

傾斜：N800の3方向が

著しい◎

　前二者の節理は鉱脈

の走向・、傾翁と同一・で

1あり，鉱脈生成に関餅

性を有するものであ
＼
る
◎

　i坑内で観察される断

層は走向N700E～N
70QW・東西性に近い，

ものが多く，ほとんど

正断層である6

　山腹および山脚部に

は旧坑ズリを見るほ

カ㍉崩積暦あるいは洪

積暦はほとんど発達し

ない◎

　　　　　5．

　　　　　　　幡瓢

蟹容 駐r4．

一一臓…一」第2圖　大永銅鉱山地質圖

　　　　　　錨床の賦存歌態
　鉱床は母岩の石英斑岩中の節理面に滑つて鉱液が上昇

して，濃集・洗澱して生成されたいわゆる裂舞充蟹鉱床

に属するげ鑓幅は膨縮の変化甚しく，最大1m近く肥

脹するが，延長数mにして，数cmに逼縮され，いわ
ゆるレソズ状を示すQ鉱石は鑓の薙長上年一時中絶する

が，再びレマズ状の鉱体が見ら弗　こρ駅態を繰返して

いる。また脈が上下に分岐し，また合一することも坑内

にお忌・て鉱脈を探鉱すれば，しばLば経験するところで

ある。またこのレ，ンズ状鉱体の特性としては1鑓の延長

め数倍の深部まで鉱石が存在す為ところである。鉱石の・

品位は，一般に地表より深部に至るに從い，銅品位が高

ぐなる傾向が見られる◎

　鉱床g走向更傾向に零って，大永郵よび永鉱山鉱区内

の主要鉱脈を考察すれば，取の3方向の鉱脈が明らカ》に

』指摘される。

一
一
脚
縷

1灘蝶1・

隻 中野谷四号坑

3・糠醜の吠繍噸謹雑襟～六号
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広島縣大永銅鉱山調査報告　（原口九萬・竹丙忠雄）
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　3．南北性のもの：大永鉱山　一号坑・芦谷旧坑

　鉱区内で無数に散布する旧坑および探鉱跡も仔細に見

ればこの3方向の主要鉱脈の延長線上，あるいは傾向に

沿つて掘られていることが明らかにされる0

　　　　　　　6・各鉱床について

　1）大尿一号坑

　最近まで操掘され，品位も粗鉱Cu8％，精鉱10％の

鉱石を出鉱しでいたが，排水難のため，一時操鉱を中止

している。山元事務所より40卑上る漢洗の右岸に坑口
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があり，坑内は附図実測図の通りであるo

　第一号坑は坑口より47mまで耀押し，その聞5ヵ所

で鉱石を把握している。この鈎体はレソズ状をなし・．両端

は5・》10cmに縮まり，各レンズ聞には全く鉱石を欠如

する特殊な鉱脹である。現在切上りの鉱石ほ探掘済で，

切下りの下底部に残鉱があるのみである◎すなわち第三

切下りは，20m　i迄掘進され，これを南北に延長して第

一切上り・第二切下りおよび第三切土りの，下部の残鉱

を排水設備を行つて採掘する塚外に，方法はない（切下
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地質調査所月報＝（第3雀第6号）

りは湧水のため入坑できず，鑓幅およびツメは案内天の・

言によ為）。

　2）　大尿六号坑・竃号坑・四号坑！坑内図参照〉

　六号坑は千人坑とも呼ばれ，山元事務所より比高20

mの漢洗左岸に位する。坑口に露頭あり。

　六号坑は坑口より・23mで着鉱し，鉱脈は2分し・上

盤鑓の方が品位夏く，それより15mおよび27m陞近

の切上りにおいて鉱体が存在し，さらに20数m奥に前

述の富鉱体が胚胎される。さらに湧水せる旧坑奥にほ，・

千人坑の坑名より考えても富鉱体が賦存されるものと想

1定されるが，入坑不能のため，これを確認することがで聖

一唐ない。

　・三号坑は山元事務所の東方直踵離300mの山腹にあ

り，旧坑を取明けしたもので，坑目より：NIGO　Wの方

殉に，南へ49m盾禾して着鉱する〇

　四号坑・旧坑は加脊（2×3尺）で辛じて飼行して入坑

しうる。坑口はN300Eに向い，7mでN500Eに車專

じ，20mで着鉱する◎

　．五号坑・坑口に露頭あり，鑓幅30cm，走：向東西・傾斜

はS80Qであるが，直ぐ下部でN8GOに庫專じているo
　土号坑・探鉱坑道であつて，まだ着鉱してし1ない。旧

坑を取明けしたもので，加脊（16×5尺）め坑肖よりN

29。脚の方向に延長56mまで掘進している。三号坑

の鉱脈に着鉱するに』はさらに約30mの掘進を要する。

　以土六号坑より三号および四号坑に至る聞には，六号

坑において曽走向N60。E，三号および四号坑において

N8Q。E乃至東西に変ずる連続した鉱脈が存在し，北

方へ80。の急斜を示す。鉱石は断続して鉱脈中の諸処

にレンズ款をなして胚胎され，鑓幅は最大1mに蓮し3

両端は漸次鑓幅を減じて尖滅する。鉱石は地表に近い部

分より深部に至るに從い銅品位は高まるQ

　探鉱の余地は六号坑と三号坑の中聞部に富鉱体が潜在

するや否やにある0

　3）大尿大切坑

　六号坑の大谷漢谷を越えた右岸に六号坑の鉱脈の走向

延長土のN50～600Eの方向に．，漢流面より比高10削

20mの地、点に．数箇の旧坑跡が存在するo大切坑はこ1れ

らの旧坑が六号坑鑓の走向延長に点在する事実によつ

て，これを下部より盾入探鉱を行つたものである。

　大切坑は加脊（5×6尺）で南北に30m掘進されて止1

・ま？ているo坑口より14・5mおよび22，mの所で坪

700：Eへそれぞれ4m・10m黄鉄鉱のピリ鑓に沿つて
東押を行つているoこの大切坑は鉱脈が北落しなるため，

なお4Gm掘進しなければ着脈しない予定である。

　4）　尿鉱山巨号鑓および四号鑓

　中野谷の山紳下に道路面下から西押した旧坑と川床に

斜坑を降した旧坑がある。鉱脈の走向車西・傾斜は耳

70。・鑓幅50cmF銅品位4《・5％の鉱石が見られる。

　西押し旧坑は鑓押延長約120mにi達し，L坑口より100

　m’ゐ問に4箇pレンズ状鉱体が賦存され，延長×深さ×

　幅二5×10×0．6m3程度の鉱体が断続しているりさわに

　坑口より100～120m間は旧坑が屈曲しているが，墾掘

　りを行っている。地表下10m迄は，ほとんど市の川鉱
　業時代に探掘済である。・この三号鑓の東押は延長350血

　に及ぶと云われ・大谷側まで探鉱・採掘され・富鎌阻．

　厚さ最大2．5m・i延長10m域上のものがあったと云わ

　れる。鉱石の品位は粗鉱Cu5飼8％，精鉱Cu10％理上

　、のものであつた◎三号鑓は中野谷の東部の旧坑を経て楠

　坑に至るq楠1～5坑は楠某によつて大軍零年稼行され，

　三号鑓に該当し，露頭より漸次傾翁に從つて同一脈の下

’　：部まで採鉱されたものであ6るoこの三号鑓はさらに．大斧、

　川を越えて左岸に達し，道灌谷の両側に旧坑が存在す

　る。この地方ではもつともよく稼行された最大の鉱脈で

　あり，総延長は800m竣上に達する。

　　中野谷の山紳北方に，2つの旧坑があるが，これは三号

　鑓の傾斜低部を採掘したものである〇三号鑓の北50m

　に四号鑓がありシ坑口は埋浅しているが，東方に鑓押し

　て相当量の鉱石を出鉱したと云われる。四号鍵p外に．多

　主脈三号鑓と並走する一号および二号鑓が存在す資が，

　脹勢劣り，塵量の出鉱を見たのに過ぎない。

　　5）六貫谷坑『
　　永鉱山の主脈の延長上？にあり，蓮搬は本郷村字御領1

　に至る漢谷が利用せられる◎坑口より比高30m上位に

　旧坑あり，盾入約70mで着鉱し，斜上η坑道で鑓押す

　る。走向東西・北方に急斜し，鑓幅は50～100cmある
　も，20’）40cmの中石を挾むため，探鉱鉱石の晶位を低

　下せLめているために，粗鉱の銅品位は2％，手選を行

　えば4－5％に上昇する。

　　この鉱石の銅鉱は黄銅鉱の外に，斑銅鉱および赤銅鉱

　を俘つていることが特長である。露頭の旧坑とは貫通し

　ており，将来の探鉱は東西に鑓押して新鉱体を把握すべ

　き縞ろう。との下流500mのヌi味で・竪坑（2×3m）

　を掘り探鉱したものは磁硫鉄鉱のみである。

6），芦　谷
六貫谷より道灌谷紀至る略々南北挫の漢谷は芦谷と呼

ばれ，その中洗附近の右岸山腹の川滑いに旧坑が点々と

して存在する。鑓幅は30＾》40cm，銅品位（見込）2％，、

走向はN　lG。E・傾斜W700で，大永｝号鑓と同方陶

をとる。旧坑内は溜水と崩壌のため充分観察し難い。

7）道灌谷
道灌谷と大谷との会合点にある鉱澤は道灌谷より搬出1

されて，こ～そ製銅されたものと考えられる。道灌谷を

さかのぼれば永鉱山三号鑓の延長上にあたる両側の面腹

に旧坑が存在する。右岸の旧坑は走向東西・傾斜N70。，

鑓幅4G’》60cm，左岸には漢谷より、50mの高さのズヅ

中に旧坑がある。ζれより道灌谷を約100mさかのぽ
ると漢流地並に旧坑が見られ，坑口は喪409W（加脊2

×3尺）で盾入し1直ぐに着脈して東方に鑓押する。坑

内水が多いために入坑できない。
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広島縣大永銅鉱山調査報告ド1（原口九萬・竹丙忠雄）

　この鉱脈は三号鑓の北を走る並行脈と考えられるo

　さらに2印m道灌谷を上ると旧坑2ヵ所あり，左岸

のものは辛じて入坑可能である。

旧坑（加脊2×4尺）．は鑓幅5〔・50cm，約10m鑓押

し・下部に降つている。銅品位は±4％で孔雀石化して

いるo
走向はN50q　Eで，大永六号坑鑓と並走するものであ

る0

8）　大谷川流域

楠一・・二一f五坑と左岸の山崩れ2ヵ所に，ある旧坑は

前述した永鉱山の主要鑓たる三号鑓を探掘したものであ

るoと．の外大谷川の山紳より下流約25Gmの右岸ズリ

下に旧坑が存し，市の川鉱業の手によつて掘を）れた。加

脊（5文5尺）延長40m，N400Wの盾入である。坑口

より35mで蒲脈し，　鑓幅30～40cm．：走向N500：E・・

傾斜N50Qで，上位の露頭の・旧坑で貴通していたため

僅童の出鉱を見たのに，過ぎなかつたと云われる。この鉱

脈は，いずれと連続するかは明らかでないが，方向から考

えると，道灌谷奨め北東の方向の鉱脈と一致する。（吹止

げ）大谷川川床（道灌谷分岐点より約20Gm上流）のズ

リ下より硫酸銅の沈澱を生成する湧水が流出している。

　これは恐らく旧坑より湧欝するものであろうが，詳か

にすることができない。また道灌谷分岐点より100血　，

余り上洗の大谷川右岸の旧坑は，酸化鉄に富むが，これ

をたいて鉱泉として利用しているoこの旧坑は勿論入坑

し難く，果して鉱脈に着鉱しているや否や不闘である。

　　　　　　7．鉱石の晶位
隔鉱石は黄銅鉱を主とし，稀に六貫谷の如く斑錫鉱・赤

銅鉱が見られ，ズリ中には孔雀石もある6黄銅鉱は微粒

にて，不規則な雲駄をなして存在し，また稀に薄い細脈

を呈することがある。随俘鉱物が少なく，選鉱し易い鉱

石で，銅鉱石としては品位がよいo随俘鉱物は：黄鉄鉱，－

稀に閃亜鉛鉱，脈石は主に石英，稀に方解石である。

　銅品位は從来の費鉱晶位より見ると

　本鉱山の鉱石は鉱脈中にレンズ獣をなして断続して賦

存され，変化に富むこと，地並域上の鎮石は已探済，僅

かに地並颯下排水困難な箇所に残鉱があるに止まる点よ

り考えて，鉱量の算出はできない。探鉱跡より見て一レ

ンズ状鉱体の大さ数百t程度のものがあり・その延長数
’
m
に
過 ぎないが・深さはその数倍あるいは・それ以上に

利いていることが特性といえよう0

　　　　　　5．探鉱方針
　鉱脈中における鉱石の分布の変化多きこと，断続する

こと，かつ鉱量がまとまつていない点から考察して，本

鉱床は大規模な企業には不適当である。しかし鉱石の晶・

位の良鉱な点より，個人経営の費鉱向きの鉱床と云い得

よう◎

　本調査の結果より決論すれば，探鉱上，大永北東脈（六

号。三号・西号貌）の探鉱が最も緊要である。

　すなわち（1）二号坑の盾入をさらに30m掘進し，

蒲脈せしむ。

　（2）大切坑の盾入をさらに40m掘進する。

　その他，探鉱の償値あるものは，六貫谷坑の東西鑓押

しと，道灌谷奥の旧坑丙の探査であろう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　　　io．結　語
　大永鉱山は今日まで稼行し来つたが，残存鉱石の採掘

は排水難によつて行詰つていーる。本鉱床の賦存歌態は特

1異なものであつて，大規模ゐ企業には不適であるが，小

規模企業としては鉱石の晶位は良好で，かつ費鉱上，地

理的にも恵まれている。本調査によつて結論すれば，第

一号鑓は残鉱あるも排水難のため，探鉱困難頂あり，從

、つて東北鑓の六号坑～三号坑間の探鉱を二号坑の盾入に

よつて行い，さらに大切坑の盾入によつて，東北鑓の西

方延長を把握ずることが何よりも肝要である。換言すれ

ば，この探鉱は木鉱山の開発上死活の鍵である。

　　　　　　　　　　　　費鉱先「附」最近数力年間の出鉱量

大永一号鑓（精鉱）

『大永三号鑓（粗鉱）

六号坑く荒選鉱）

六　貫　谷

iAu（gr）

tr｛・O．5

　0．3

　0．3

　0．3

lAg（gr）

200｛’300

13G（’200

　200’

　100

Cu（％）

9＾ノ12

：±3

十7

3｛・7

S（％）

25｛’30

20

15～2G

昭和20年度　　18．6t　　日比
昭和21年度　　　13．4t　　直島

昭和22年度　　　？
昭和23年度　　109．G　t　　日比
昭和24・隼度　　　86．5t　　日比
日召禾025年度　　　　　73乙5t　　　　　日比

昭和26年度　　66．3t　　目比

品位

　すなわち，金は9颯下であるが，銀は選鉱すれば200

g以上，銅の精鉱は9・》12％，硫黄は25《・30％で，銅・

銀・硫黄の品位は互に比例して壇減するo

　また竹原製錬駈において行つた分析では，PbO。6％を
　　　　　　　　　　　　　　　　、、塵有するが，肉眼的には方錯鉱は発見でぎながつた。

　　　　　　8．鉱　量

精鉱（一号坑）

粗鉱（三号坑）

精鉱（六号坑）

Au

痕跡

痕跡

痕跡

『Ag

200∩げ3009

　1509
　200g

Cu

10％

3％

7％

S

25～30％

20％

1号：　3号16号二7：3　　　（日習和26年9月識査）

25一（257）




